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Information' s
くらしのおしらせみとよ

　

特
定
健
康
診
査
を
6
月
か
ら
実
施
し

ま
す
。
対
象
の
人
に
は
5
月
末
に
受
診

券
を
送
り
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
は
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
予
防
・
改
善
す
る
た
め
の
健
診
で

す
。「
元
気
だ
か
ら
」「
忙
し
い
か
ら
」

な
ど
の
理
由
で
、
健
診
を
受
け
な
い
人

が
い
ま
す
が
、
忙
し
い
人
ほ
ど
生
活
習

慣
病
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

元
気
に
生
活
す
る
た
め
、
家
族
の
た
め

に
も
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

平
成
26
年
度
中
に
40
〜
74
歳
に
な
る
人
、

お
よ
び
希
望
す
る
若
年
者

検
査
内
容　

計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検

査
、
血
液
検
査
、
診
察
な
ど

自
己
負
担
金　
　
　
　
　
　
　

・
集
団
検
診　

7
0
0
円

・
医
療
機
関
検
診　

1,
0
0
0
円

※
今
年
度
40
、
45
、
50
、
55
歳
に
な
る

人
は
無
料
（
国
保
人
間
ド
ッ
ク
は
除

く
）

場
所

集
団
検
診
会
場
ま
た
は
三
豊
・
観
音
寺

指
定
医
療
機
関

※
若
年
者
は
集
団
検
診
の
み

　

詳
し
く
は
、
受
診
券
に
同
封
す
る
案

内
、
ま
た
は
広
報
み
と
よ
6
月
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
す
る
人
へ

★
被
保
険
者
証
の
資
格
取
得
日

①
新
た
に
75
歳
に
な
る
誕
生
日

②
転
入
に
よ
り
住
所
を
定
め
た
日

③
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な

　

っ
た
日

④
障
が
い
認
定
を
受
け
た
日
（
※
要

　

申
請
）

　

①
に
該
当
す
る
人
の
被
保
険
者
証
は
、

誕
生
日
の
前
月
中
旬
に
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
特
定
記
録
郵
便
で

送
付
さ
れ
る
の
で
、
誕
生
日
か
ら
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
②
か
ら
④
に
該
当
す

る
人
の
被
保
険
者
証
は
、
後
日
送
付
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
保
険
料

　

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
と
な
り
、
額
は
資
格
取
得
日
を
含
む

月
か
ら
月
割
り
で
算
定
し
ま
す
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
が
で
き
る

人
は
、
一
定
の
期
間
（
半
年
〜
1

年
）
が
経
過
し
た
後
、
自
動
的
に
普

通
徴
収
か
ら
切
り
替
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
保
険
料
に
滞
納
が
な
い
な
ど
の

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、

申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
納
付
す

る
こ
と
も
可
能
で
す

通
知　

資
格
取
得
日
を
含
む
月
の
翌
々

月
の
上
旬
（
た
だ
し
、
４
月
に
加
入
し

た
人
は
、
７
月
）
に
、『
保
険
料
額
決

定
通
知
書
・
保
険
料
納
入
通
知
書
』
を

税
務
課
よ
り
送
付
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
避
難

所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
家
族
な
ど

の
支
援
が
十
分
に
受
け
ら
れ
ず
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
（
災
害
時
要

援
護
者
）
の
登
録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

登
録
し
た
人
の
情
報
は
、
自
治
会
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
な
ど
の
地
域
の
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
、
平
常
時
の
見
守
り
や
災
害

時
の
避
難
支
援
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
個
人
情
報
が
地
域

の
皆
さ
ん
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
の
う

え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
と
は

　

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
は
、
地
域

支
援
者
（
隣
近
所
に
住
ん
で
い
て
、
支
援
し

て
い
た
だ
け
る
人
）
や
自
主
防
災
組
織
、
自

治
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
助
け
合
い

が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、

地
域
支
援
者
を
自
ら
見
つ
け
て
い
た
だ
き
、

登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
地

域
支
援
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
自
治
会
長
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　

市
は
登
録
申
請
書
を
も
と
に
登
録
台
帳
を

作
成
し
、
そ
の
台
帳
を
災
害
時
要
援
護
者
の

地
区
の
自
治
会
長
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員

へ
提
供
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
平
常
時
の

見
守
り
や
災
害
時
の
避
難
誘
導
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
登
録
の
対
象
者

　

在
宅
で
生
活
す
る
次
の
よ
う
な
人
を
登
録

の
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
。

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者
お
よ
び
こ
れ

　

に
準
ず
る
人

②
心
身
障
が
い
者
の
人

③
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
お
よ
び

　

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

④
①
〜
③
以
外
で
、
避
難
の
際
に
地
域
の
皆

　

さ
ん
の
支
援
が
必
要
な
人

地
域
支
援
者
と
は

　

災
害
時
要
援
護
者
を
普
段
か
ら
見
守
り
、

災
害
時
に
は
必
要
な
情
報
を
伝
え
た
り
、
一

緒
に
避
難
し
た
り
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

た
だ
く
人
で
す
。
決
し
て
責
任
を
伴
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
範
囲
で
支
援
を

し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
申
請
は

　

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
で
登
録
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
各
窓
口
ま
で
来
ら
れ
な
い
人

は
、
地
区
の
自
治
会
長
や
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年に一度は特定健康診査を受けましょう ▲

問い合わせ　　　　　
健康課　☎73－3014

くらし

後期高齢者医療制度

▲

問い合わせ　　　　　　　　　　　健康課　☎73－3014
税務課　☎73－3006

県後期高齢者医療広域連合事務局　☎087－811－1866

くらし

通
知

場
所

自
己
負
担
金

検
査
内
容

対
象
者

▲

申し込み・問い合わせ
福祉課　☎73－3015

災害時要援護者登録制度をご存知ですか？くらし

　高瀬町の香川光市さんに、市交通指導員の辞令書が交
付されました。
　香川さんは、交通指導員として、高瀬中学校前の交差点
で立哨をし、交通量の激しい、朝の通学時間帯に、しっかり
と生徒たちの安全を見守ってくれます。

子どもの安全　守ります！地域の交通安全を願って

若い発想力で蔦島をＰＲ！
　まちづくり推進隊仁尾が善通寺第一高校にデザインを依
頼した蔦島の看板が完成しました。デザイン科の３５人が、
デザインやキャッチフレーズの検討を重ね、蔦島のマップや
案内板など３種類を製作し、船着き場などに設置されました。

　市農業振興計画の答申が、市農業振興計画策定審議会
の堀江博会長から市長へ手渡されました。堀江会長は、
「方針に沿って、今後の三豊市の農業の展開を図り、県の中
で三豊市が一番になるよう頑張ってください」と三豊の農
業のますますの発展を願っていました。

農業No.1を目指して

3／24　上高野小学校24　上高野小学校

3／283／28　三豊市役所　三豊市役所 3／283／28

4／1　三豊市役所4／1　三豊市役所

　上高野小学校の５年生２３人が、交通安全の幟を学校近く
の道路に立てました。これは春の交通安全週間に向け、地
域みんなの意識が高まるようにと、全校生で考えた標語の
中から各学年２つずつ選考し、それを幟にしたものです。

のぼり

のぼり


